
市内の中小製造企業の課題解決をお手伝い

鈴鹿市ものづくり産業支援センターは、市内の中小製造企業が抱える現場や経営・管理の課題解決のた

め、経験豊かな企業ＯＢ等が専門アドバイザーとして所属し、企業現場で支援活動を行っています。

今年度は２８人のアドバイザーが在籍しています。アドバイザーの専門分野は、製造現場の課題である

品質・原価・納期・人・安全や、経営・管理の課題である人・物・お金・計画・販売促進など、幅広い分

野に対応しています。

さまざまな専門領域を持つアドバイザーが在籍

ものづくりを取り巻く環境の変化にも対応

製造現場の基礎的な課題だけではなく、下記のような固有の技術や分野にも対応します。

● 食品製造の分野でＨＡＣＣＰの取得

● 新技術や新商品の開発には不可欠な特許や商標などの知財関連

● 国や県などが用意する各種補助金申請に向けてのアドバイス

● 企業ＰＲに有効な展示会出展方法のアドバイス

● 労働基準法・労働問題・労働関係法令に係る届出に関することなどのアドバイス

平素は本市の産業政策につきまして、ご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。本年度も、鈴鹿市

ものづくり産業支援センターでは、市内製造企業の皆様の現場の課題解決や人材育成に向け、きめ細かい支援

を行ってまいります。今後ともよろしくお願い申し上げます。

これまでに実施した支援事例を紹介します
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令和６年度 支援活動事例紹介

シーケンサー制御に関する指導支援

電気回路の知識や基礎理論を勉強し、自社整備の維持管理が

できる技術を身につける

目的

目標 電気設備のメンテ技術を向上させ、生産現場の加工設備の生産

性を向上させる

支援内容

効果

企業様の声 電気制御に関する知識や理論を勉強し実践的な技術が身に付きました。引き続き

の支援をお願いします。

支援前：電気設備の故障やトラブルは先輩頼みで、単独でのアクションができなかった。

支援後：実践的な技術を習得し、簡単な制御装置の設計が可能となった。

品質管理の基礎知識と改善活動支援

従業員の品質意識を向上させて、不良削減に繋げたい

＜座学＞
・品質管理の基礎知識
・QC活動の進め方

外部流出15件/年（1.25件/月）

目的

目標

支援内容

効果

企業様の声 目標値（対象期間内）は未達成ではあったものの、現場リーダーの意識が向上し、

流出件数0件を2ヶ月継続中であることから、効果は高いと判断しています。

流出不良発生件数 7.7件/月⇒4件/月

1. 現場で稼働している「パイプ加工機」のシーケンサー更新の内容検討
2. シーケンサーを使いプログラムの勉強（画面の切替、カウンター回路）
3. 「パイプ両面加工機」の作動不良の原因究明と対策案の検討
4. シーケンサーを使いプログラムの勉強（自己保持回路、タイマー回路）

＜実践＞
・現状把握の実施 ・要因分析と解析の実施
・対策の検討と実施 ・効果確認と標準化


